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4 当科におけるFOLFOXの使用状況
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E目的】FOLFOXの使用状況を調査 し問題点と

課題を検討する.

【対象 と方法】2005年 5月- 2006年 6月に

FOLFOXを行った 14例を対象とした.レジメン,

施行回数,有害事象,中止理由,ps等を検討 した.

【結果】平均施行回数は6.9回で,平均観察期間

は 5.0ヶ月.全例が再発 ･切除不能大腸癌症例.

導入時期は1stl豆neが3例,2ndlineが2例,3rd

line以降が9例.腹膜再発後の 1sHineで使用 し

11ケ月間 SDの PSO症例を経験 している.有害

事象はGrade3,4の全身症状が 3例,Grade3の

食欲低下が 1例,Grade3の好中球減少が l例.4

例 で mFOLFOX6を導入したがポ- トトラブル等

はない.現在 9例が継続治療中で,5例が中JLと

なった.中止理由としてgrade3,4の PS低下が

3例あり,導入時 PSは2であった.金銭的理由 で

のrH軸二例が 1例あった.

拍髭吾】短期間の投 与-では重篤な有害事象は少

ないが,PS低下例では注意が必要である.今後は

再発 ･切除不能大腸癌は is日量neで導入する方針

である.社会的理由によっては在宅治療や経口剤

なども選択肢に入れる必要があると思われた.
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横行結腸特に牌湾曲部の大腸癌では,MCA ･

LCAのどちらが支配血管なのか,問題が生 じるこ

とがある.これが術前に把握できれば,腹腔鏡手

術の内側アプローチを安全確実に遂行することが

期待できる.

①横行結腸左側の癌で,MCAの右枝 ･左枝が

明瞭に把握でき,左桟のみを選択的に切離するこ

とが可能であった,

② LCAが支配血管の牌湾曲部の早期癌では,

LCAだけを枢部で選択的に切離できた,

③ しか し, 同様に牌湾曲部で,IJCAが優位,

MCA左枝は痕跡的な所見であったが,実際には

両方同程度で,結局,両方を処理 しなければなら

なかった症例も経験 した.


